
   平成 27年度第１回プラネタリウム館運営協議会会議録（概要） 

１．開催日時 平成 27年 7月 9日（木）午後 16時から 17時まで 

２．開催場所 文化センター3階ギャラリー 

３．出 席 者 委 員 森委員、松上委員、多賀委員、森下委員  

 事務局 長谷川副主幹、岸下学芸員 

       欠席者 赤瀬委員、荒木委員  

４．傍 聴 者 なし 

５．議 題 ・会長・副会長の選任             （公 開） 

       ①平成 27年度事業計画             （公 開） 

       ②リニューアル後の現状報告          （公 開） 

       ③祝日開館について              （公 開） 

６．配布資料 資料① 白井市文化センターの祝日開館に向けて 

       資料② プラネタリウム館来館者集計 

       

７．会議での確認・承認事項 

   ①H27 年度事業内容についての承認 

 

8．議 事 以下のとおり 
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ご多忙のところ、委員をお引き受けいただき感謝します。今年から 2年間、

運営協議会委員をお願いします。プラネタリウム館は委員のメンバーに変更

がないため、会長、副会長は前年から継続し、会長は森先生、副会長は松上

先生にお願いしてよろしいか。 

 

異議なし 

 

事務局より平成 27年度事業計画について説明。 

前回お渡しした平成 27年度事業計画に沿って、計画通りに事業を行ってい

る。既にライブコンサート、星空講談、朗読会等行ったが好評であり、4月は

リニューアル中のため投映は出来なかったが、5月と 6月の来館者数の合計は

昨年の 4月～６月の来館者数の合計に追いついた。 

新たに追加した事業として 2 つ。１つ目はルロットオーケストラのコンサ

ートを 8月 11日に行いたい。昨年度 3月に中ホールで同じルロットのメンバ

ーによる「音の工作室」というイベント演奏会を行ったが大変好評であり、

次回はドームでというお話があった。今回、再び「子ども夢基金」を使い、

無料で開催することができるというので、お願いすることにした。 

また、２つ目の市民枠のライブコンサートは、「ゆうはる」さんというエレ

クトーンとクラリネットの女性 2人組で、3月 26日に行う予定である。 

新イベントとして夏休みに子ども参加型イベントを企画している。ペット
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ボトル楽器で、子供たちと音をだしながら、協力して星空を楽しむ予定。 

また、8月の星見会は旧暦の七夕に合わせたので、通常の土曜日ではなく、

8月 20日木曜日とした。 

 

星だけでなく、音楽や朗読等、様々催し物を企画しているのはとてもよい。

文化センターという名にふさわしい。 

子どもイベントのチラシは、もう少し、内容が分かるようにした方が良い。 

 

その他、各委員より、子どもイベントの内容について、アイデア等意見を

頂き参考とする。 

 

事務局よりリニューアル後の現状報告をおこなう 

新しい投映機になって、星がきれいになったと良く言われる。故障も少な

く操作が大変楽になった。 

恒星が点いた時に甲高い金属音がでる。原因は恒星の LED の冷却ファンと

いうことが分かったが、消すことは難しいらしく、業者の対応を待つところ

である。今は、バックミュージック等で音を紛らわしている。 

また、リニューアルとは関係ないかもしれないが、最近様々なお客様が増

えている。対応に困るような方もお見えになる。 

 

色々な人がやってくると思うが、安全管理もしっかりしてほしい。 

 

事務局より、資料③に沿って祝日開館について説明。 

意見を伺いたい。 

 

祝日開館にした時、職員は代休で対応すると言うが、職員２人で代休はと

りきれるのか。金銭面の点ばかり取り上げて、職員は代休を取れればそれで

良いという考えだが、職員の精神面や、家庭の事も考えなくてはいけない。

精神的にゆとりがないと、良い企画はできない。 

人は上司から守ってもらわなければならない。 

 

 お金や、利便性ばかり求め、働く人間を大切にしないブラック企業という

言葉を聞くが、公の施設がブラック化してはならない。 

 

 

                           以上 

 

 


